
　

１
１
９
番
で
は

　
　

落
ち
着
い
て　

正
確
な
情
報
を

消防署 消防一課消防署 消防一課

指導救命士指導救命士

宮﨑 宮﨑 桂桂
け い じけ い じ

二二　

平成 7年に消防士を拝平成 7年に消防士を拝

命。平成 19 年に救急救命。平成 19 年に救急救

命士の資格を取得。現命士の資格を取得。現

在は、指導救命士とし在は、指導救命士とし

て救急業務に携わる救て救急業務に携わる救

急隊員の育成に注力。急隊員の育成に注力。

写真の説明
【1】救急隊と消防隊が協力し、心肺停止状
態の傷病者に薬剤投与を行う訓練【2】心
肺停止の傷病者に対し、専用の器具を使い
気道確保の救命処置を行う訓練【3】出動
指令後、感染防止衣に着替える救急救命
士【4】高機能消防指令センター通信指令
室では、24 時間 365 日、119 番通報に応答

高齢者の増加とともに、救急出動件数は増加の傾向を示しています。そのような中、消防署では
「救急車の適正な利用」を呼びかけています。救急車は、「緊急」に搬送する必要がある傷病者を、迅速
に医療機関へ搬送するための限りある資源です。一刻も早い処置・搬送により「救える命」があります。

今回の特集では、救急救命士による「救急現場の今」と救急車の利用により「救われた命」をご紹介します。
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命
を
救
っ
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

判
断
に
感
謝

34

命のリレー

さんさん

上分町上分町

石村 石村 照照
てるひさてるひさ

久久

昭和 25 年生まれ。大昭和 25 年生まれ。大

工として活躍し、椿堂工として活躍し、椿堂

のお堂や新田神社などのお堂や新田神社など

の建築工事にも携わっの建築工事にも携わっ

た。現在は、奥さんとた。現在は、奥さんと

息子さんと三人暮らし。息子さんと三人暮らし。

さんさん

救
急
現
場
に
向
か
う
車
内
で
は
、
１
１
９
番

通
報
に
よ
り
通
信
指
令
室
の
通
信
指
令
員
が
聞

き
取
り
し
た
、
症
状
や
か
か
り
つ
け
医
、
既
往

歴
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、「
そ
の
人
に
は
ど

ん
な
機
材
や
処
置
が
必
要
な
の
か
」
事
前
に
搬

送
の
イ
メ
ー
ジ
や
準
備
を
し
な
が
ら
現
場
に
向

か
い
ま
す
。
容
態
が
事
前
に
分
か
っ
て
い
れ
ば
、

現
場
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
適
切
な
救
命
処
置
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
の
で
、
通
報
時

に
は
「
落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
」
正
確
な

情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
に
は
、
救
急
救
命
士
が
１
名
乗
車
し

て
い
て
、
現
場
や
医
療
機
関
へ
の
搬
送
中
に
、

医
師
の
指
示
の
も
と
医
療
行
為
（
特
定
行
為
）

を
行
い
ま
す
。
以
前
は
、
心
肺
停
止
後
に
し
か

処
置
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
で
は
「
心

肺
停
止
に
な
る
前
の
静
脈
路
確
保
」
や
「
血
糖

値
測
定
」「
低
血
糖
発
作
の
方
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
投

与
」
と
い
っ
た
救
命
処
置
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
症
状
の
悪
化
を
防
ぎ
な
が
ら
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報
を
す
る
方
の
な
か
に
は
、
こ
れ

ら
の
処
置
を
一
刻
も
早
く
必
要
と
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
出
動
が
重
な
り
、
現
場
へ
の
到
着

が
遅
れ
て
し
ま
う
と
助
か
る
命
も
助
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
今
一
度
、
救
急
車
の
適
切

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
全

て
の
救
急
出
動
で
、
感
染
防
止
衣
や
ゴ
ー
グ
ル

な
ど
、
万
全
な
装
備
で
現
場
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
救
急
隊
や
、
消
防
隊
が
感
染
防
止
衣
を
着

て
い
て
も
患
者
さ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誹
謗
中
傷
や
、
興
味
本
位
で
の
撮
影
な
ど
、

心
無
い
行
動
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
救
急
救
命
士
の
や

り
が
い
は
、
や
は
り
「
命
を
救
う
」
こ
と
で
す
。

搬
送
し
た
方
や
ご
家
族
が
、
お
礼
を
伝
え
て
く

れ
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

１
年
前
の
話
に
な
り
ま
す
。
県
外
の
大
学
病

院
で
、
肺
水
腫
※
の
処
置
を
受
け
、
退
院
後
に

家
に
戻
る
と
突
然
調
子
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

玄
関
か
ら
５
歩
く
ら
い
歩
い
た
と
こ
ろ
で
膝
の

力
が
ス
ト
ン
と
抜
け
て
、
息
苦
し
く
な
り
、
立
っ

て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

安
易
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、

自
分
で
病
院
ま
で
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

心
配
し
た
妻
が
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
救
急
隊
員
の
方
が
、
自
宅
ま
で
か
け
つ

け
て
く
れ
、
手
際
よ
く
容
態
観
察
を
し
、
迅
速

に
救
急
搬
送
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

か
か
り
つ
け
の
大
学
病
院
に
運
ば
れ
る
と
思

い
ま
し
た
が
、
救
急
隊
員
の
方
が
「
大
学
病
院

ま
で
は
も
た
な
い
」
と
判
断
を
し
、
最
寄
り
の

医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

酸
素
吸
入
や
薬
剤
治
療
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に

医
師
同
伴
の
も
と
、
大
学
病
院
ま
で
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
今
思
え
ば
、
そ
の
と
き
の
救
急
隊
員
の

方
の
判
断
に
救
わ
れ
ま
し
た
し
、
妻
の
１
１
９
番

通
報
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の
判
断

で
は
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
と
呼
ば

れ
る
血
中
酸
素
濃
度
を
測
定
で
き
る
機
器
を
携

帯
し
て
お
り
、
自
宅
で
も
手
軽
に
肺
水
腫
の
自

覚
症
状
で
あ
る
低
酸
素
状
態
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
た
く
さ
ん
の
薬
を
服
用
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
て
、
私
の
お
薬
手
帳
に
は
び
っ
し
り

と
薬
や
検
査
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
い
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
何
か
あ
っ

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
適
切
な
処
置
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
外
出
時
に
は
、
お
薬
手
帳
を
携

帯
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時

に
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
通
報
す
る
こ
と

も
大
事
で
す
ね
。

※
肺
水
腫
…
肺
胞
内
に
液
体
成
分
が
貯
留
す
る
こ
と
で
、

酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
ガ
ス
交
換
が
で
き
な
く
な
り
、

全
身
の
低
酸
素
状
態
や
呼
吸
困
難
を
引
き
起
こ
す
疾
患

▼ ▼

令和 2 年、本市では 3,488 件の救急出動があ
り、20 年前の平成 12 年の救急出動件数と比
べ 935 件の増加となっています。みなさん一
人ひとりが「緊急度」（救急車を呼ぶべきかど
うか）を適切に判断し、日ごろから救急につ
いて関心を持ち、備えておくことが大切です。
次ページでは、119 番通報の応答例などを
紹介していますので、ぜひご覧ください。



救急現場やその他の災害を発見した際の通報例

　こんなことが聞かれます ※聞き取り例の一部です

□　火事？救急？

　□　救急車に来てほしい住所は？

　□　目印になる建物

　□　救急車が必要な人は、意識がありますか？

　□　その方の年齢・性別・症状（発熱）

　□　かかりつけの病院は？

　□　通報した人の名前・電話番号を教えてください。　など

　事前に確認しておきましょう

　□　緊急連絡先　　　　　　　　　　　名前 　　　　　　　　　　　続柄

　□　かかりつけ医　　　　　　　　　  病院名

　□　病院案内（市消防署の案内）　 　  28-9119　テレガイド　23-5990

　□　愛媛県子ども医療電話相談　  　♯ 8000 　　089-913-2777

　□　タクシー会社　　　　　　　　　　 A　　　　　　　　　　　　　 B

　＜準備しておくと便利です＞

□　保険証・かかりつけ医の診察券・靴・飲んでいる薬・お薬手帳・現金　など

　（子どもの場合に加えて用意したいもの）

　□　母子健康手帳・こども医療費受給者証・紙おむつ・ほ乳瓶・タオル　など

症状の「緊急度」を素早く判定！！

救急車を呼ぶ目安に「Q 助」

急な病気やけがをしたとき、
該当する症状を画面上で選択
していくと、「緊急度」に応じ
た必要な対応「いますぐ救急
車を呼びましょう」などが表
示されます。その後、119 番
通報、医療機関の検索や、受
診手段の検索（「全国タクシー
ガイド」にリンク）を行うこ
とができます。

全国版救急受診アプリ
愛称：「Q 助」
総務省消防庁ホームページから
ダウンロードができます。

　落ち着いて、ゆっくり、はっきりと。

四国中央市の救急医療体制

三次救急

二次救急

初期救急

脳卒中など特に症状の重い患者脳卒中など特に症状の重い患者

○東予救命救急センター○東予救命救急センター
　（県立新居浜病院）　（県立新居浜病院）

入院や手術が必要な症状の重い患者入院や手術が必要な症状の重い患者

○地域の中核病院が交代で担当○地域の中核病院が交代で担当
　（四国中央病院・HITO 病院・長谷川病院）　（四国中央病院・HITO 病院・長谷川病院）

比較的症状の軽い患者比較的症状の軽い患者

○四国中央市急患医療センター○四国中央市急患医療センター
○休日当番医○休日当番医

低低

高高

緊
急
度

緊
急
度

※連絡先は、P25 に掲載あり

問い合わせ先　警防課　TEL 28-6933　FAX 23-6614

１１９

    サイレンを止めることは

できません！

　夜間の通報などで「近所迷惑にな
るのでサイレンを鳴らさないで」と
言われることがよくあります。
　サイレン・赤色灯は緊急車両が一
般車両より優先的に走行するために
法令で義務付けられているため、止
めることはできません。

保険証・かかりつけ医の診察券・靴・飲んでいる薬・お薬手帳・現金　など
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